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高 知

県労連

　

取
り
組
み
の
強
化
を
確
認
し
再
ス
タ
ー
ト
！

安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
３
０
０
０
万
人
署
名

　 

１
１
月
３
日
、「
ア
ベ
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
を
生
か
す
　
３
０
０
０
万
人
署
名
こ
う
ち

総
行
動
一
斉
ア
ク
シ
ョ
ン
」
が
高
知
市
丸
ノ
内
緑
地
で
開
催
さ
れ
、
１
３
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
意
思
統
一
の
集
会
後
は
、
地
域
に
分
か
れ
署
名
の
配
布
や
宣
伝
行

動
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

高松での集会の様子 中央郵便局前での様子

１
０
万
筆
を
や
り
切
ろ
う

　 

３
０
０
０
万
人
署
名
こ
う
ち
総
行
動

一
斉
ア
ク
シ
ョ
ン
の
前
段
に
は
、
司
会
の

田
口
朝
光
執
行
委
員
長
代
行
か
ら
情
勢

報
告
が
行
わ
れ
、
続
い
て
梶
原
弁
護
士

が
主
催
者
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
立
憲
民
主
党
の
武
内
氏
か
ら
は
国

会
報
告
が
行
わ
れ
、
南
国
市
民
ア
ク

シ
ョ
ン
か
ら
藤
本
氏
が
発
言
を
行
い
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
、
立
憲
主
義
を
踏
み
に

じ
り
、
民
主
主
義
を
蔑
ろ
に
す
る
安
倍

政
権
の
姿
勢
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　 

今
後
の
行
動
は
、
田
口
朝
光
執
行
委

員
長
代
行
が
提
起
し
、
県
内
で
７
万
５

０
０
０
筆
に
到
達
し
て
い
る
３
０
０
０
万
人

署
名
に
つ
い
て
触
れ
、
目
標
の
１
０
万
筆

を
や
り
切
ろ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

高
知
市
内
へ
の
配
布
行
動
を
実
施

　 

集
会
後
は
、
３
０
０
０
万
人
署
名
の

配
布
と
街
頭
宣
伝
に
分
か
れ
、
総
行
動

を
行
い
ま
し
た
。
県
労
連
は
、
朝
倉
地

区
で
２
０
０
０
枚
の
署
名
を
配
布
し
、

全
体
で
７
０
０
０
枚
の
署
名
が
配
布
さ
れ

ま
し
た
。

　 

同
時
進
行
の
署
名
宣
伝
行
動
は
帯
屋

　
民
意
は
ど
こ
に
あ
り

や
？
「
首
相
、
ア
ホ
ち
ゃ
い

ま
す
か
？
二
重
基
準
」
と

い
う
谷
口
真
由
美
日
本
お

針路

町
パ
ラ
ソ
ル
前
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
障

が
い
者
団
体
の
松
本
氏
は「
障
が
い
者
は

戦
争
に
役
立
た
な
い
と
差
別
さ
れ
た

り
、
殺
さ
れ
た
り
し
た
。
戦
争
に
つ
な

が
る
９
条
改
憲
に
反
対
で
す
」
と
街
頭

で
訴
え
ま
し
た
。
署
名
は
短
時
間
で
し

た
が
１
０
８
筆
集
ま
り
ま
し
た
。

意
見
広
告
１
７
万
４
千
世
帯
に
配
布

　 

１
１
月
３
日
の
高
知
新
聞
朝
刊
に
、

高
知
憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン
の
意
見
広
告
が
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。
県
下
全
世
帯
の
５
４

％
に
お
よ
ぶ
１
７
万
４
千
世
帯
に
配
布

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　 

す
で
に
意
見
広
告
を
切
り
抜
い
た
署

名
ハガ
キ
と
配
布
し
た
３
０
０
０
万
人
署

名
が
多
数
返
送
さ
れ
て
き
て
お
り
、
県

民
の
関
心
の
高
さ
と
９
条
守
れ
の
世
論

の
大
き
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

地
域
へ
の
３
０
０
０
万
人
署
名
配
布
を

　 

県
労
連
で
は
、
次
の
取
り
組
み
と
し

て
、
地
域
で
の
３
０
０
０
万
人
署
名
（返

信
用
封
筒
、
署
名
、
チ
ラ
シ
）
の
配
布

を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
地
域
に
足
を

出
し
、「
憲
法
９
条
守
れ
」
の
世
論
を
一

緒
に
創
り
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

カ
ン
パ
の
協
力
を
！

　 

今
後
も
、
意
見
広
告
の
掲
載
等
を

計
画
し
て
い
る
た
め
、
運
動
への
カ
ン
パ
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ば
ち
ゃ
ん
党
代
表
代
行
の
コ
ラ
ム
を
Ｆ
Ｂ

で
紹
介
す
る
と
、
普
段
百
程
度
の
「
イ

イ
ネ
」
が
軽
く
５
百
を
超
え
た
。
シ
ェ
ア

は
３
百
に
迫
る
。
安
倍
首
相
への
人
格
攻

撃
で
は
な
い
。
徴
用
工
問
題
で
の
国
家

間
の
取
決
め
と
個
人
の
賠
償
請
求
権
と

を
分
け
て
い
た
国
会
答
弁
の
反
故
。
沖

縄
県
知
事
選
挙
を
め
ぐ
る
民
意
無
視
へ

の
苦
言
だ
▲
二
重
基
準
者
は
、
判
断
基

準
を
次
々
に
軽
く
か
つ
無
意
識
に
乗
り

換
え
る
。
言
葉
に
も
二
重
の
意
味
を
持

た
せ
て
恥
じ
な
い
。
例
え
ば
、「
丁
寧
に

説
明
」
は
、
「
同
じ
言
葉
を
何
回
も
繰

り
返
す
」。
「
寄
り
添
う
」
は
、「
寄
り

か
か
る

（
負
担
を
さ
せ
て
平
気
で
い

る
）」。「
民
意
」
と
は
、「
私
に
賛
成
の

声
」
と
言
う
具
合
で
あ
る
▲
早
大
の
研

究
所
の
調
査
結
果
で
４
０
代
以
下
は
共

産
党
を｢

保
守
的｣

と
捉
え
自
民
党
を

共
産
党
と
比
較
し
て「
リ
ベ
ラ
ル
」
と
捉

え
て
い
る
。
５
０
代
以
上
は
共
産
党
を

「
リ
ベ
ラ
ル
」
と
捉
え
自
民
党
を
「
保
守

的
」
と
捉
え
て
い
る
▲
恐
ら
く
冒
頭
の

「
ア
ホ
ち
ゃ
い
ま
す
か
」の
一
文
は
こ
の
５

０
代
以
上
の
心
を
つ
か
ん
で
い
る
の
だ
。

そ
れ
で
は
若
者
層
の
心
は
？
ビ
ラ
つ
く
り

で
字
と
理
屈
が
多
い
と
私
な
ど
が
批
判

さ
れ
る
の
は
そ
こ
の
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
若

者
の
心
は
若
者
が
つ
か
む
べ
し
。『
聖
書
』

の
葡
萄
酒
と
皮
袋
の
例
え

（田
）

１１月３日の集会の様子

１１月３日の宣伝署名行動

返信されてきた署名
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高知からの参加者

　 

１
１
月
６
日
、
高
知
市
公
共
調
達
審
議
会
で
、
高
知
市
公
共
調
達
条
例
に
規
定

さ
れ
る
労
働
報
酬
下
限
額
の
改
定
が
審
議
さ
れ
、
時
間
額
８
１
９
円
の
答
申
を
高

知
市
長
へ
行
う
こ
と
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
議
論
の
中
で
は
、
生
活
保
護
費
と
の

比
較
も
行
わ
れ
る
中
で
、
現
行
の
最
低
賃
金
額
が
あ
ま
り
に
も
低
い
実
態
も
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

高
知
市
公
共
調
達
条
例
で
金
額
審
議

時
給
８
１
９
円
の
答
申
が
出
さ
れ
る

貧
困
線
が
条
例
に
加
わ
る

　 

公
共
調
達
条
例
は
平
成
２
４
年
４
月

１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

何
度
か
の
改
正
を
経
て
、
平
成
３
０
年

１
０
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
条
例
に
は
、

特
定
業
務
委
託
契
約
の
労
働
報
酬
下
限

額
を
決
め
る
際
に
は
、「
貧
困
線
の
額
」、

「
地
域
別
最
低
賃
金
及
び
生
活
保
護
基

準
」
な
ど
を
勘
案
し
て
定
め
る
、
と
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

３
つ
の
下
限
額
が
提
示
さ
れ
る

　 

高
知
市
公
共
調
達
審
議
会
で
は
、
３

つ
の
労
働
報
酬
下
限
額
案
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
１
つ
目
は
現
行
の
７
８
４
円
に
高

知
県
の
最
低
賃
金
額
の
上
昇
率
３
・
３

９
％
を
か
け
た
８
１
１
円
、
２
つ
目
は
平

成
２
７
年
の
貧
困
線
を
１
５
％
割
り
増

し
し
た
ラ
イ
ン
を
ク
リ
ア
す
る
時
給
額
８

１
９
円
、
３
つ
目
は
高
知
市
の
生
活
保

護
基
準
を
超
え
る
８
３
３
円
で
す
。

基
準
は
生
活
保
護
だ
が

　 

議
論
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
鈴
木
審
議
会
会
長
や
事

務
局
か
ら
は
、
「
下
限
額
の
基
準
は
生

基準生活費 住宅扶助加算 最低生活費

㋐ ㋑ ㋒＝㋐+㋑

７１，６８０円 ３２，０００円 １０３，６８０円

収入額 健康保険 生活保護に
（時給額×173.8h） 厚生年金 該当・非該当

雇用保険
８３２円 １４４，６０１円 １８，４６０円 ２０，５７０円 １，９５０円 ０円 １０３，６２１円 該当
８３３円 １４４，７７５円 １８，４６０円 ２０，５７１円 １，９５０円 ０円 １０３，７９４円 非該当

所得税 市県民税 収入充当額勤労控除時給額

政府が格差を拡大させている

活
保
護
費
を
上
回
る
も
の
で
あ
る
べ
き
」

と
い
う
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
審
議

会
全
体
と
し
て
も
、
そ
の
考
え
方
に
は

賛
同
し
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に
生
活

保
護
基
準
を
上
回
る
金
額
に
つ
い
て
は
、

若
干
高
い
の
で
は
と
い
う
雰
囲
気
が
漂
っ

て
い
ま
し
た
。

一
致
点
を
探
り
８
１
９
円
に

　 

生
活
保
護
水
準
を
巡
る
議
論
で
は
、

事
務
局
が
設
定
す
る「
１
９
歳
・単
身
」

や
「
住
宅
扶
助
手
当
」、「
市
県
民
税
」

に
つ
い
て
も
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
委

員
か
ら
は
、
「
一
人
暮
ら
し
で
生
計
を

立
て
る
の
で
あ
れ
ば
、
市
県
民
税
も
支

払
っ
て
い
る
水
準
で
な
い
と
い
け
な
い
の
で

は
」と
質
問
が
出
さ
れ
、
事
務
局
は「
市

県
民
税
を
入
れ
る
と
、
さ
ら
に
時
給
で

４
０
円
ほ
ど
上
が
っ
た
た
め
、
現
実
的
に

は
厳
し
い
と
判
断
し
た
」
と
、
地
域
企

業
の
支
払
い
能
力
な
ど
も
考
慮
し
た
こ

と
を
明
か
し
ま
し
た
。

最
低
落
札
価
格
の
引
き
上
げ
必
要

　 

事
務
局
が
そ
う
し
た
忖
度
す
る
背
景

に
は
、
落
札
価
格
と
最
低
制
限
価
格
の

低
さ
が
あ
り
ま
す
。
高

知
市
の
特
定
業
務
委
託

契
約
の
最
低
制
限
価
格

は
、
設
計
労
務
単
価
の
６

割
と
か
な
り
低
く
設
定

さ
れ
て
い
る
た
め
、
落
札

価
格
が
設
計
労
務
単
価

の
７
割
前
後
と
な
っ
て
い

ま
す
。
落
札
価
格
が
あ

ま
り
に
も
低
い
た
め
、
下

限
額
が
高
く
な
れ
ば
企

業
の
経
営
が
厳
し
く
な
る

と
い
う
実
状
が
あ
り
ま

す
。

　 

生
活
で
き
る
水
準
ま
で

下
限
額
を
引
き
上
げ
る

と
と
も
に
、
適
正
価
格

で
受
注
が
出
来
る
仕
組
み

作
り
も
必
要
で
あ
る
こ
と

が
、
審
議
会
で
の
議
論
か

ら
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

「
目
安
」
制
度
が
格
差
を
拡
大

　 

１
９
７
７
年
か
ら
中
央
最
低
賃
金

審
議
会
に
よ
る
目
安
制
度
が
導
入
さ

れ
、
そ
の
際
に
地
域
を
Ａ
か
ら
Ｄ
ラ

ン
ク
に
分
け
て
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
目
安
が
示
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
最
低
賃
金
の
地
域
間

格
差
は
拡
大
し
続
け
て
い
ま
す
。
目

安
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
４

１
年
経
過
し
ま
す
が
、
当

初
は
７
６
円
で
あ
っ
た
東
京

都
と
高
知
県
の
最
低
賃
金

の
差
は
、
現
在
２
２
３
円

に
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

地
域
手
当
の
格
差
と
合
致

　 

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、

公
務
員
の「
地
域
手
当
」で

す
。
地
域
の
生
活
水
準
に

合
わ
せ
て
支
給
さ
れ
る
手

当
て
で
す
が
、
こ
の
地
域

手
当
と
中
央
最
低
賃
金
が

示
し
て
い
る
ラ
ン
ク
分
け
が

完
全
に
合
致
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
全
労
連
の
生
計
費

調
査
に
よ
っ
て
、
ど
こ
の
地

域
で
暮
ら
し
て
も
、
生
計
費
に
違
い

が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
最
低
賃
金
制
度
と
地
域
手
当

に
よ
っ
て
、
格
差
が
さ
ら
に
拡
大
し

て
お
り
、
政
府
に
よ
る
意
図
的
な
格

差
拡
大
と
言
え
ま
す
。

全
国
一
律
の
最
低
賃
金
制
度
に

　 
し
か
し
、
こ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、

最
低
賃
金
の
格
差
を
是
正
す
る
こ
と

で
、
地
域
間
格
差
も
是
正
に
動
か
す

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
全

国
一
律
の
最
低
賃
金
制
度
を
創
設
す

る
と
と
も
に
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引

き
上
げ
に
よ
っ
て
、
地
域
経
済
の
底

上
げ
も
期
待
で
き
、
人
口
減
少
に
も

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平成３０年度　生活保護基準表より

級地 主な支給地域と最賃ランク（A～D） 支給割合

１級地 東京都（A) ２０／１００

２級地 大阪市（A)、横浜市（A) １６／１００

３級地 さいたま市（A)、千葉市（A)、名古屋市（A) １５／１００

４級地 神戸市（B) １２／１００

５級地 水戸市（B)、大津市（B)、京都市（B)、奈良市（C)、広島市（B)、福岡市（C) １０／１００

６級地
仙台市（C)、宇都宮市（B)、甲府市（B)、岐阜市（C)、静岡市（B)、津市
（B)、和歌山市（C)、高松市（C)

６／１００

７級地
札幌市（C)、前橋市（C)、新潟市（C)、富山市（C)、金沢市（C)、福井市
（C)、長野市（C)、岡山市（C)、徳島市（C)、長崎市（C)

３／１００

級地外
青森県（D）、岩手県（D)、秋田県（D)、山形県（D)、福島県（D)、鳥取県
（D)、島根県（D)、愛媛県（D)、高知県（D)、佐賀県（D)、熊本県（D)、大分
県（D)、宮崎県（D)、鹿児島県（D)、沖縄県（D)

なし

生活保護基準との比較



(3)２０１８年１１月１０日　　　　　 　　　高　知　県　労　連　　　    　　　　　　　　ＮＯ．２１５

労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
通
信
１
０
月
号

四
国
労
金
の
取
り
組
み

　 

四
国
労
金
で
は
労
働
者
を
守
る
取
組
と

し
て
、
多
重
債
務
問
題
に
積
極
的
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度
販
売
し
た
【
一
本

太
助
・
一
本
太
助
α
】
と
い
う
“金
利
を

半
分
に
し
て
借
換
え
し
ま
す
”と
い
う
商
品

で
は
、
四
国
労
金
全
体
で
、
実
行
件
数

６
４
４
件
、
融
資
総
額
１
５
億
４
１
０
０

万
円
、
約
１
０
億
円
の
可
処
分
所
得
向

上
に
貢
献
し
中
に
は
、
消
費
者
金
融
・信

販
会
社
・
銀
行
併
せ
て
総
額
５
０
０
万
円

を
超
え
る
借
換
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。

   

う
ち
高
知
地
区
で
、
実
行
件
数
１
６
７

２
０
１
８
年
度
総
会
を
実
施

　 

１
０
月
２
２
日
、
高
知
県
労
連
・こ

う
ち
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
高
知

城
ホ
ー
ル
で
２
０
１
８
年
度
総
会
を
開

き
ま
し
た
。

   

総
会
で
は
、
未
組
織
相
談
者
の
組

織
化
を
最
大
の
目
的
と
し
、
相
談
者

が
抱
え
る
雇
用
や
働
き
方
な
ど
を
め

ぐ
る
切
実
な
問
題
解
決
に
向
け
、
労

働
組
合
結
成
や
組
合
加
入
を
促
す

相
談
活
動
を
柱
と
す
る
２
０
１
８
年

度
方
針
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
①
相
談
受
付
数
３
０
０
件

（年
間
）
以
上
、
②
組
合
加
入
者
目

標
５
０
人
以
上
、
③
賛
助
会
員
１
５

０
人
以
上
の
拡
大
、
④
カ
ン
パ
の
取
り

組
み
、
⑤
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
財
政

高
知
市
と
須
崎
で
受
付
窓
口
を
開
設

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
実
施
！

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
実
施

　 

１
１
月
３
０
日
、
午
前
９
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
、
全
国
一
斉
秋
の
労

働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
実
施
し
ま

す
。
今
回
も
高
知
市

（県
労
連
書

記
局
）
と
須
崎
市
（須
崎
労
連
）
で

電
話
の
受
付
窓
口
を
開
設
し
、
労

働
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
お
知

り
合
い
の
方
に
も
是
非
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

相
談
内
容
が
変
化

　 

近
年
で
は
、
解
雇
の
相
談
が
減
少

す
る
一
方
で
、
パ
ワ
ー
ハラ
ス
メ
ン
ト

（パ
ワ
ハ
ラ
）の
相
談
や
メ
ン
タ
ル
疾
患

の
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
長
時

間
過
密
労
働
に
よ
る
も
の
、
人
間
関

係
に
よ
る
ハラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
も
寄
せ

ら
れ
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
職
場

で
の
「
人
手
不
足
」
が
要
因
と
な
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
実
態
が
相
談
を
通
し
て
見
え

て
き
ま
す
。

　 

そ
の
一
方
で
、
労
働
契
約
の
内
容

や
残
業
代
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
も

増
加
し
て
い
ま
す
。「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」

や
「
働
き
方
改
革
」
な
ど
の
言
葉
が

広
が
る
中
で
、
自
分
の
働
き
方
に
意

識
が
向
き
つ
つ
あ
る
情
勢
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。

　 
ご
家
族
の
こ
と
で
も
結
構
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

の
健
全
化
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　 

２
０
１
８
年
度
新
役
員

（敬
称
略
）

は
、
セ
ン
タ
ー
長
　
筒
井
敬
二
（高
知
自

治
労
連
）、
副
セ
ン
タ
ー
長
に
、
田
口
朝

光

（県
労
連
）
・
畑
山
佳
代

（年
金
者

組
合
）
・
前
田
研
（高
知
一
般
労
組
）、

事
務
局
長
・
樫
原
正
彦
（労
働
相
談
セ

ン
タ
ー
）、
事
務
局
次
長
・
牧
耕
生
（県

労
連
）、
幹
事
に
各
組
織
か
ら
７
名
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

１
０
月
の
労
働
相
談

　 

１
０
月
は
、
１
５
人
（女
性
９
人
、
男

性
６
人
）
か
ら
、
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
内
容
は
、
①
解
雇･

雇
止
２
件
、

②
退
職
強
要
１
件
、
③
賃
金･

残
業
代

不
払
３
件
、
④
労
働
条
件
切
り
下
げ
１

件
、
⑤
パ
ワ
ハラ
・メ
ン
タ
ル
３
件
、
⑥
労

働
時
間･

休
日
２
件
、
⑦
社
会
保
険

１
件
、
⑧
そ
の
他
３
件
で
し
た
。
１
０

月
の
特
徴
的
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　 

デ
パ
ー
ト
で
派
遣
社
員
と
し
て
働
く

３
０
代
女
性
が
３
年
の
就
労
期
間
満

了
を
理
由
に
派
遣
切
り
に
な
り
そ
う

で
す
と
訴
え
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
５

年
に
派
遣
先
で
働
く
期
間
を
３
年
ま

で
と
す
る
労
働
者
派
遣
改
悪
法
が
強

行
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
相
談
は
、

同
法
の
悪
用
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

相
談
者
に
は
、
一
方
、
同
法
に
よ
り

就
労
期
間
３
年
後
に
派
遣
先
に
事
前

に
直
接
雇
用
を
申
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
旨
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　 

１
１
月
３
０
日
（金
）、
県
労
連
事

務
所
と
高
岡
教
育
会
館
で
、
秋
の
全

国
一
斉
「
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

を
開
設
し
ま
す
。

労働者のための金融機関

四国労金を活用しよう！

件
、
融
資
総
額
４
億
５
８
２
５
万
円
、
約

３
億
円
の
可
処
分
所
得
向
上
に
貢
献
が

出
来
ま
し
た
。【
一
本
太
助
・一
本
太
助

α
】
は
他
社
・
他
行
の
ロ
ー
ン
が
、
一
件

で
も
、
数
件
で
も
、
借
換
Ｏ
Ｋ
。
こ
れ

か
ら
も
組
合
員
の
皆
様
の
お
役
に
立
ち

続
け
ま
す
。

職
場
の
世
話
役
活
動
の
再
構
築
を

　 

県
労
連
で
は
、
職
場
の「
世
話
役
」
活

動
の
再
構
築
に
よ
っ
て
、
組
織
の
強
化
と

拡
大
を
提
起
し
て
い
ま
す
。
労
金
活
動

を
職
場
内
で
位
置
付
け
、
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



(4）２０１８年１１月１０日　　　   　　　　　高　知　県　労　連　　　    　　　　 　　ＮＯ．２１５

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
に
図
書
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
ハ

ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー
ル

[kochikenroren@fm2.seikyou.ne.jp]

）締
め
切
り
は
１
２
月
７
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

クロスワードパズル 当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

２
１
４
号
の
答
え
は
「
オ
チ
バ

タ
キ
」
で
し
た
。
当
選
者
は
以
下

の
方
で
す
。

【
当
選
者
】

　
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の
都
合

上
、
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

曽
我　

香　
　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

伊
藤　

充
恵　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

岩
貞　

友
美　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

おたよりの紹介

【ヨコのカギ】

①一般的な終業時刻　③年表を丸――する　⑤♪それを――

が鉄砲で撃ってさ　⑦恐怖の――の刻詣り　⑧金庫の中の

――束　⑩歴史の――を感じる　⑫――に火を点すような生

活　⑭――の最後っ屁　⑯入試の傾向と――

【タテのカギ】①――霧中　

②――・中・下の３巻　③

――が出る＝赤字　④――

前投票　⑥♪――の正面

だーれ　⑧クリスマスの頃

大活躍の――さん　⑨雪

駄。 何と読む　⑪ただ今

――のテスト中　⑬兄弟姉

妹の娘　⑮漱石―― 「草

枕」

川柳コーナー

○沖縄での選挙戦、平和への思いが結果となり力となりました。

あたりまえの平和が守れるよう、学習を続けていきたいと思いまし

た。 自治労連 （Ｍ ・ Ｉ）

〇３０００万人署名こうち総行動一斉アクション、 「やろう！やろ

う！」 自治労連 （R ・M）

○キャラバンお疲れさまでした。１２月１日の勉強会を楽しみにし

ています。 自治労連 （Ｋ・Ｓ）

○機関紙のバックナンバーは県労連ホームページで見ることが出来ます。「高知県労連」で検索できます。

沢山の投稿をお待ちしています

自
己
責
任
！
　
非
国
民
を
も
　
叫
ぶ
ら
ん

　ド
ラ
ゴ
ン
ズ 

根
尾
の
人
気
に
　
音
を
上
げ
る

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
（高
橋
狸
）

期
待
よ
り
　
予
算
ふ
く
ら
む
　
東
京
五
輪

民
苦
難
　
か
た
や
ま
た
か
ね
　
さ
つ
き
さ
ん

要
警
カ
イ
　
盗
塁
阻
止
す
る
　
甲
斐
キ
ャ
ノ
ン

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
（高
橋
狸
）

カギを解き二重枠の文字を

並べてできる言葉は？

被爆者援護・連帯募金のお願い

はたらく女性の交流集会

　
広
島
、
長
崎
への
原
子
爆
弾
の
投
下
か
ら
７
３
年
が
過
ぎ
、
被
爆
者

も
老
齢
化
し
て
き
ま
し
た
。
全
国
で
は
約
１
６
万
５
０
０
０
人
、
高
知

県
で
は
、
約
１
６
０
人
の
被
爆
者
が
い
ま
す
。

　
高
知
県
原
水
協
が
被
爆
者
見
舞
い
を
始
め
て
３
４
年
に
な
り
ま
す
。

高
知
県
下
の
被
爆
者
に
県
教
組
女
性
部
の
手
作
り
の
品
と
あ
わ
せ
て
お

見
舞
金
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
も
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【日程】 ２０１８年１１月２３日 （金・祝）

　           　１３時３０分～１６時３０分（受付１３時～）

【場所】　高知城ホール４階

【内容】　①文化行事 （チェロ演奏 ・ ピアノ伴奏）

            ②シンポジウム

               「私たちの働き方、 くらしを考える」

【参加費】　５００円

【その他】　保育あり
　　                　　（事前連絡が必要です。 県労連までご連絡下さい。）

火葬場で亡くなった妹を背負う兄

・
・


